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皿.調 査地 と調査対象者
1.調 査 地 の 概 要
調査地は西陣学区である(上京区第8国 勢統
計区)。京都市の上京区のほぼ中央に位置す る。
人口3千人あま り,世帯数1千 百ほどの小学校
区である。当学区は,京 都の伝統産業を代表す
る西陣織物業の盛んな地域の一画を形成する。
西陣地域における西陣学区の位置づけと西陣学
区の人口推移,産 業構造,就 業構造等について
は,前 回の 「中間報告」(研究所紀要 第4号,
1983年)を参照 していただきたい。ここでは,
前回 調査 以降の変 化について簡 単に報告した
い。
京都市の人口の変化は,昭和50年以降は安定
している(図1-1参照)。しかし,行政区別 で
は人口増加地域(西 京区19.5%,伏見区6.9%,
55年比)と 減少地域(下 京区9.3%,上京区6。4
%,中京区5.6%,東山区9.3%,55年比)の 傾
向はますます顕著になっている。すなわち,市
の中心区での人口減少に対し,周辺区での人口
増加 という ドー ナツ化現象の進展がうかがえる
(表皿一1参照)。さらに,人口の年齢構成に注視
すれば若年層の減少 と中高年層の増加 という高
齢化の着実なあゆみがみられる。高齢化の進展
は中心区で著 しい。
深刻な和装需要の低迷を反映して西陣織物産
地は多 くの問題点をかかえている。先 日まとめ
られた「第11次西陣機業生産動態調査」(昭和60
年9月 実施)に よれば,転廃業者が増大し,機
業規模の縮小傾向が指摘 されている。また,丹
後を中心にした出機化がさらに進み,産地の空
洞化が進展している。こうした地場産業 の変化
が当該地域にも投影していることはい うまで も
ないことである。
図皿一1国 勢調査結果による京都市人口の推移(大 正9年～昭和60年)
表五一1昭 和60年国勢調査に基づく人口概数 (各年10月1日現在)
行政区
昭和60年国勢調査(概 数) 昭和55年国勢調査(確定数) 差 引 増 △ 減
世帯数 人口総数 男 女 世帯数 人口総数 男 女 世帯数 人 口総 数 男 女
京都市 533,5671,479,125721,2587 7,867523,7081,473,065721,402751,6639,8596,0600144 6,204
北 区 50,993131,07166,14264,92952,307136,881・:・, 67>78701,31405,1102,252 ..
上京区 34,83992,89343,29749,59635>45699,26246,77952,483osil 06>36903,482 ..
左京区 76,744182,18693,17489,01279,106185,6459 ,93289,71302,36203>45902,7580701
中京区 36,187100,00746,71153,29636,079105,92149,8536>06810805>91403,1420 ,772
東山区 21,95156,33424,1?132,16323,08462,07726,91935,15801,13305,74302,74802,995
山科区 46,188136,90966,42470,48545,900136>31866,57269,746288 591△148 739
下京区 28,48578,74636,82841,91830,09986,8214α88445,93701,61408,07504,05604,019
南 区 35,193101,20050,4050,79534,719101,71350,8590,8544740513 0454 059
右京区 69,20 194,16695,97698,19066>724192,64695,72896>9182>4861,52010,2481,272
西京区 41,533130,68163,49267,18934913109,32553>29756,0286,62021,3568,19511,161
伏見区 92,244274,932134,638140,29485,321257,15612 ,185130,9716,92317,776453
r
9,323
(資料 「京都市統計情報」No.240昭和60年12月)
2.調 査対象者の属性
今回の調査は,西 陣学区の20歳以上の男女を
対象とした。 ここでは,有効回収票の基本属性
について国勢調査のデータと比較しながら概観
す る。
(1)性別 ・世帯主との続き柄 ・年齢別構成
昭和55年の国勢調査によれば,西 陣学区の20
歳以上の男性は1068人(45%),女性1303人(55
%),男女の計2371人である。回収サンプルの
性別構成は男性379人(49%),女性388人(51%)
であ り,やや母集団に比べ男性の回収比率が高
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くな ってい る。 さらに,年 齢 階級別 にみ てみ る
と男女の総 計では国勢調査 では20代は19.5%,
30代は17.6%であ るが,回 収 サン フ゜ ル ではそれ
ぞれ11.1%,13.9%であ り,20f弋を中心 に若 い
年 齢層が調査では抜 けてい ることが注 目 されよ
う。言 い換 えれば,母 集団 よ りも回収 サ ンプル
の方 が高齢 にな ってい るといえ る(図II-2,図
]1-3参照)。
世帯主 との続 き柄 は,全 体の半数強 が世帯主
本人,配 偶 者は30.5%,世帯主 の子供9.3%,
図皿一2性 別年齢構成(昭和55年国勢調査)
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親 は6.1%で あ る。男女別 では,男 性 は世帯主
本人 が多 く84.7%,女性で は配偶者が58.2%と
な ってい るが,世 帯主 の地位 にある ものが20.8
%あ る(図∬-4参照)。
(2)学歴 ・職業 ・年 間収入
最終学校 は,義 務教育卒業者が ほぼ全体の3
分 の1に あた る32.2%,高等学校卒業者が42.8
%,短 大 ・大学卒業者 が21.7%である。性別で
み ると,男性は大学卒が24.5%と比較的に高い
のに対して女性は5.4%と低い。しかし女性は
10.1%が短大を卒業 している。 さらに,年齢別
に最終学校を考察してみると,年齢が高 くなる
にしたがい低学歴化の傾向が うかがえる。集計
では10歳階級で分類を試みたが,20代と30代は
義務教育の差を除いてはほぼ類似の 傾向 があ
る。40代と50代も差がなく,60代と70代も類似
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してい る。80歳以上では他の年齢階級に比較し
て圧倒的に義務教育卒が多い(図II-5参照)。
職業であるが,男性では,販売,運輸 ・生産,
管理的分野が各2割 り前後である。この3分野
でほぼ全体の6割 を占める。女性は専業主婦が
最 も多い。有業者では,生 産工程の従事が27.8
%と最 も多い(図皿一6,7参照)。
世帯全体での 年間収入は 「300万円未満」が
26.5%,「300～500万円未満」が24.4%,「500～
800万円未満」が16.9%,「800万円以上」が14.4
%となっている。この数値は前回の調査よ りも
やや高 くなっている(図∬-8)。
(3)出生地と居住年数
古都,京 都市の人口の移動率の低いことは,
周知のことであるが対象地域 も古い町並みが残
るところであ り,居住期間は長いことが予測 さ
れたが,結果は予想どお り全体の55.0%が30年
以上の居住者である。3年以下の居住者は5.6%
と少ない。年齢別では,当然ながら年齢が高 く
なるに比例 して居住年数は長 くなっている。30
歳代でも居住年数30年以上(生 まれてから移動
図II-7職 業 構 成(女 性)
合 計 388人
事 務 31(8.4%)
販 売 29(7.5%)
運輸 ・生産 108(27.8%)
サ ー ビス 23(5.9%)
専 門 3(0.8%)
技術・技能 15(3.9%)
管 理 4(1.4%)
そ の 他(無職を含む) 175(45.1gb)
図11-6職 業 構 成(男性) 図皿一8世 帯の年間収入
合 計 379人 合 計 769人
事 務 20(5.3%) 200万未満 109(14.2%)
販 売 85(22.5%) 200～300万未満 95(12.4%)
運輸 ・生産 77(20.3°r6) 300～400万未満 96i12.5°o)
サ ー ビ ス 14(3.7°o) 400～500万未満 92(12.0%)
専 門 38(10.0°0) 500～600万未満 66(8.6%)
技術 ・技能 13(3.4°o) 600～800万未満 64i8.3°o)
管 理 72(19.0,°b) 800万以上 111(14.4%)
そ の 他(無職を含む) 60(15.8%) 不 朋 136i17.5°o)
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図 ∬-11住 宅 の 種 類
せず と推測 され る)が38.2%と高い。40歳代 で
は30年以上 の居住者はほぼ30代と同程度 であ る
が,20年～30年未満 層が20.0%と高 くな ってい
る。50代,60代,70代と10歳年齢 が上 が るにつ
れて,30年以上の居住者 の比率 は10%増加 して
い る。男女別では,女 性のほ うが多少 長期居住
者 の比率が低いが,こ れは婚姻 によ る移動 が影
響 してい るか と考 えられ る(図1・,10参照)。
出生地 は,「現在 の住 まい と 同 じところ」 が
20.3%,「西陣学区内」が9.2%,「上 ・北区内」
が24.7%であ り,全 体の半数以上 が対象地域 内
の出生,も し くは 「西 陣地域」 内での出生 とい
うことにな る。先 に述べ た居住年数 で触 れたよ
うに1性 別 で この 出生地 をみ ると,男 性 で は
「同 じところ」 が3割 近 いのに対 して,女 性 は
11.9%とす くない。男女 の比較 では,「上 ・北
区内」で大 きなひ らきが見 られ るが,こ れ は婚
姻 圏 と関連 させ ると,比 較的近辺 か らの結婚が
推測 され よう。
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(4)住 宅 形 態
住宅の所 有形 態は,「持 ち家」が60.7%,「公
営借 家(公団住宅+社 宅 ・公務員住宅)」が10.9
%,「民営借家+民 間借家+民 聞 アパー ト)」が
22.0%,「借間 ・下宿」が2.2%とな ってい る。
これ らの構成比率 は前回 の世帯主調査 の結果 と
ほぼ同 じであ る(図∬-11参照)。
(5)家 族 構 成
昭和60年の国勢調査 によれば,京 都市の世帯
数 の推移 では55年と比べ て世帯数で は1。9%の
増加,一 世帯当た りの人 員 は2.77人(前回2.81
人)と な り 「世帯の細分化 と核家族化」の傾向
が進展 してい ることを指摘 してい る。対象学 区
の上京区で は人 口では55年よ り6369人の減少,
世帯 数で は617世帯 の減少 であ り,そ の結果一
世帯 当た りの人 員は2.67人(前回2.80人)とな
り,京 都市全体 よ りさらに一層,世 帯規模 の縮
小 が進 んでい る。
対象学区 の 家族構成 は,「夫婦 と未婚子」 か
らな る,核 家族 が35.0%,「親夫婦 と子供夫 婦
と未 婚子」か らな る 「3世代家族」 が19.4%,
「夫 婦家族 」が15.9%,「単 身」が8.7%となっ
てい る。性別 では,女 性 に 「単身」が多 く(女
性10.8%,男性5.6%),また 「夫 婦家族」で は
男性 が 多 い(男 性19.0%,女性12.6%)。年 齢
別 では,「単身」 と 「夫婦家族」 とい う 一世代
か らな る家族 は,20代で高 く30代,40代と減 少
し50代になって増加 し,60代,70代で ピー クとな
る。地域 におけ る高齢者世帯 の増加傾向が指摘
され る。特 に,福 祉の課題 とな る 「老人一人住
まい」 は男性 よ りも女性 に多 い ことが このデー
タか らも伺 うことがで きる(図II-12,13参照)。
(高橋伸一)
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